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令和６年度 第２回高浜市人にやさしい街づくり及び障害者施策審議会 議事録 

 

日時：令和７年２月２６日（水） 

15時30分～ 

場所：いきいき広場 ２階 いきいきホール 

 

【出席委員】 

野口委員、改田委員、野々山委員、神谷委員、永田委員、後藤委員、石川昌委員、内村委員、 

門脇委員、水野委員、弓削委員、毛受委員（１名欠席） 

 

１ 開会 

○資料確認 

 

２ あいさつ 

○会長挨拶（野口会長） 

 

３ 議事 

(1) 第６次障がい者福祉計画、第８期障がい福祉計画・第４期障がい児福祉計画策定スケジュ

ールについて【資料１】 

（事務局より資料説明） 

質問、意見等なし。 

 

４ 報告 

(1) 高浜市障害者地域自立支援協議会の活動状況について【資料２】 

（事務局より資料説明） 

委 員：資料２－３の研修事業についての報告とありますが、研修事業の内容を教えてくだ

さい。 

事務局：１つは手をつなぐ育成会の年金学習会を共催という形で実施しています。それから、

昭徳会の分野別研修がいきいきホールで２回開催されたので、市内の事業所に声を

かけ、参加させてもらいました。１回目は、障がい者虐待防止の研修、２回目は障が

い者の権利擁護の研修で２回開催をしております。それから、今年度新たに、たかは

ま障がい者支援センターの就労支援員の小松邦明さんに講師をお願いし、現場での

支援の研修を３回実施をすることになっており、これまで２回実施し、３回目が３月

４日に予定をしており、事業所の職員向けに案内をしているところです。 

それに加え、綿先生の虐待防止研修は自立支援協議会の障害福祉サービス事業所

部会の主催で実施をしています。 



2 

今年度は少しボリュームを増やすことができ、７年度以降もまた、障がいのある方

の権利擁護、虐待防止といったところから、事業所向け研修を来年度も計画したいと

考えております。 

委 員： 資料２の３にもありますけど、各部会の課題にその課題について協議したとあっ

て、障がい児の部会の方では一応課題が書いてありますが、他の部会ではどのような

課題が出ているのか、お聞かせ願えればと思います。今後の障害者福祉計画策定スケ

ジュールの中でもアンケートってあります。そのあたりが課題として出てくると思

うんですが、この審議会の中で何かそのような課題を持っているのかなというのを

お聞かせいただけないかなと思います。 

事務局： 実は各部会４部会ございまして、課題の検討ということで、自立支援協議会本会

議第２回で委員から意見をもらい、会長からも、各部会でどんな課題があるかを確認

をして今回フィードバックできるといいですねとご提案をいただいたとこともあっ

て、各部会に、投げかけをしたのですが、現実的なところとしては、自立支援協議会

が地域課題として、協議していくような内容のところまではたどり着けていないと

いうか、各部会の活動がどちらかというと、現時点では部会に参加をされている構成

員の目の前の課題といったところで、障がい児通所事業所でいうと保護者とのコミ

ュニケーションをどうとったらいいんだろうかとか、BCP計画はどうやって作ったら

よかったんだろうかといったことなどもありました。 

障害福祉サービス事業所部会は、第２回事業所見学会をやって、第３回虐待防止研

修をやって、そういう時間が取れていませんでしたので、結果的にそこに至っていな

いというのが、実態です。 

防災部会につきましては、どちらかというと、防災フォーラムだとか、防災体験学

習会の企画立案を中心に進めておりますので、そういった中で、今回アンケートをと

らせてもらっていて、被災地で活動されたご経験のある先生からの現場の実体験を

踏まえたお話をしていただいておりますので、そういったところから、もう少し今ま

であまりわかっていなかったことが少し現実のものとして見えてきたりだとか、体

験の部分でいけば、今年度はいろんなところでトイレの問題が非常に多く出てきた

ということでトイレのこと、いわゆる仮設トイレにどうやって用を足していってそ

れを片付けていくかっていうことは障害のある方だけの問題ではないんですけども、

そういったことも実際に体験をしてみるってことが大事なことなんだってことを実

感いただきたいというところで、それをこの後どうしていくかというところまでは

なかなか繋がっていっていないというような状況でございます。 

各部会から本来自立支援協議会の本会議でいろんな地域課題を皆さんで協議した

り、その解決に向けて提案をしていったりというところまでたどり着けていないと

ころを事務局の方からも発信をさせていただき、少しでも皆さんに実際の協議に繋

げていけるといいのかなというところで、今年度の取り組みを動かし始めていると



3 

いう状況でございまして、定例の事務局会議の方で、２か所の相談支援事業所から実

際に利用者やご家族から相談支援専門員がサービス調整をしている中で感じる課題

としては、たくさんの課題を挙げていただいておりますので、地域課題として社会資

源のことだとか、高齢化のことだとか、強度行動障害のこと、就労こと、人材育成の

こと、緊急事対応のことなどから行政としての課題だとかも挙げていきたいという

状況です。 

委 員： 今年度から自立支援協議会の組織がかなり良くなったかなと思いますんで、そち

らを含めて地域課題っていうのを拾っていきながらそれを計画に落とし込まなけれ

ばいけないと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

委 員： 自立支援協議会にオブザーバーで出てる方が２団体あると思うんですけども、こ

のオブザーバーっていうのは以前からありましたでしょうか。 

事務局： オブザーバーという位置づけは、今年度からそうさせていただきました。といい

ますのが、１人は県の委託する西三河南部圏域の地域アドバイザーということで高

浜市で直接活動される方というよりは、西三河南部圏域を総合的に見てご助言をい

ただく、そういう立場なので委員というよりはオブザーバーかなという整理をさせ

ていただいております。中ポツのくるくるさんについても同様の位置付けでいずれ

もオブザーバーという位置付けにさせていただきました。 

委 員： このオブザーバーを入れたことによる効果というのかあるいはどういうところを

期待をしてオブザーバーという形のものを置いたかというところをちょっとお聞か

せいただいて来年以降も同様の形でやるのか、その辺りもちょっとお聞かせいただ

けますでしょうか？ 

事務局： オブザーバーという位置づけに期待というよりも、他市の事情をよくご存知であ

るということで、高浜市内で協議をしていくことに加えて、近隣でどんなことに取り

組んでいるのか、どんなふうに協議をしているのか、そういったことを、外から入れ

ていただけるといいかなと期待をしてます。実際に今回、西三河南部西圏域の地域ア

ドバイザーさんにつきましては、元々蒲郡で相談支援の活動をされていらっしゃっ

た方が、この西三河南部西圏域のアドバイザーをお務めいただいておりまして、よそ

の地域でのことだとか、自立支援協議会では、例えば障がい児の部会ではこんな協議

はしてないのかとか、そういったご質問をしていただく中で、よそではそんな協議を

する場になっているのかということを我々も感じる中で、現状のまま協議する内容

とのギャップを感じさせていただくような場面もございましたので、また一つ我々

もステップアップをしていくきっかけをいただいたのかなと思っております。 

会 長： ただいまのご質問にあったように、障害者自立支援協議会でどういう議論がされ

たのか。それからオブザーバーがどういうアドバイスをしてくれたのか。それがこの

高浜市のこれから作る障がい福祉計画にどう役立てることができるのかというとこ

ろの記述が欲しいんです。 
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確かに何をやったかというのは重要なんですけれども、どういうアドバイスがあ

ったんですかという。 

これ能登の被災地に行かれたところでは、トイレの問題であるとか、避難所の問題

なんかでなかったんですか。高浜で地震・津波が起こったときに障がいのある方はど

うするんですかといったところから、この計画では、防災部会というのを作りましょ

うというふうになったわけです。これは私がそう言ったもんだから覚えてるんです

けど。そういうのを被災地に専門家の人が行って話を聞いたんだったら、そこから高

浜にこういう地震や津波が起こったときに、水害が起こったときにどうしたらいい

のかなという、障害のある人たちの命を守るためにどうしたらいいのかというとこ

ろのヒントをもらいたいんですよ。そうすると次の計画に生かすことができるんで、

そういう記述にこれからしてもらえないですか。 

事務局： 今先生のお話をお聞きしながら、議事録が作ってあるので、それをやはり皆さん

にお出しすればよかったなと改めて反省をさせていただいております。実は自立支援

協議会の本会議の議事録は公表しておりますので、この会議もそうなんですけども、

高浜市の公式ホームページで資料と一緒に議事録がご覧いただけるようにしており

ますが、各部会の詳細は掲載をしておりませんので、次回からは、内容的に個人情報

などの配慮すべき内容を確認した上で、こちらの会議でも概要版のような形でご報告

させていただいた方がよりわかりやすくなるのかなと、反省をさせていただきまして、

次回から改めせていただきます。 

会 長：そうしないと、せっかく部会で議論してることも、その部会の中だけで終わってし

まって忘れてしまうことになるんです。こういうところでその部会がどういう議論が

あったかということをここで共有化できれば、みんなの課題になるんですよ。 

そういう資料の作り方というのをお願いしたいと思います。 

事務局： ありがとうございます。そうさせていただきます。 

５ その他 

(1) 高浜市自殺対策計画の概要について【資料３】 

(2) 高浜市農福連携推進委員会について【追加資料】 

(3) 令和6年度の福祉人材（介護・障がい）の確保・育成について【追加資料】 

以 上 

 

 

令和７年  月  日 

 

会議録署名者           会 長                       

 

副会長                       


